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【添付資料 4】 

 公開文書  

回復期入院患者の生活意欲が ADL 改善に及ぼす影響 

 

苑田第三病院では以下の研究を行います。 

 

本研究は、倫理委員会の審査を受け承認された後、関連の研究倫理指針に従い

実施されるものです。 

 

研究期間：倫理委員会承認日～令和 7 年 4 月 31 日 

 

【研究の目的】 

高齢者や脳卒中の患者様において生活の意欲の低下が日常生活活動の能力の

改善に影響することが示されています。今回の研究では当院の入院患者様に対

して、生活の意欲が退院するときの日常生活活動の能力に影響を与えるかを明

らかにし、入院患者様における日常生活活動能力の改善を予測することが出来

るかどうか調査することを目的としています。 

 

【研究の対象者】 

 当院で回復期病棟に入院した患者様を対象と致します。 

 

【研究の方法】 

入院時に年齢、性別、BMI、認知機能の検査、日常生活能力の検査を行います。

また、生活意欲の評価は入院してから一週間の生活意欲の観察を行った後、生活

意欲の採点を実施します。 

 

【研究への参加者に起こり得る不利益とその対応について】 

 研究を実施するにあたり、一週間ほどの病棟での入院生活を観察させて頂き

ます。今回の研究は研究者及び、病院職員が観察する為、時間的拘束などの不利

益は生じません。 

 

【研究への参加の任意性と撤回の自由について】 

 情報を研究で使用することに対してご了承いただけない場合は、下記

の連絡先にご連絡ください。研究の対象から除外します。研究の参加を
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撤廃することはいつでもでき、研究に参加しなくても、途中で撤回して

も、何ら不利益は生じないことを保証します。  

 

【個人情報の取り扱いについて】  

測定結果は各対象者のみに通知し、プライバシーを保護します。データ管理に

は ID 番号を使用し、個人の特定ができないようにします。データは院内の鍵の

かかる保管庫で保管します。データ解析は研究代表者の責任にて行います。 

 

【研究に関する情報公表の方法について】 

本研究は回復期リハビリテーション病棟協会研究大会での発表およびリハビ

リテーション関連雑誌にて論文を作成し公表する予定です。結果の公表に際し

ては対象者のプライバシー保護に十分配慮します。 

 

【研究にかかる利益相反について】  

 研究にかかる利益相反はありません。  

 

 

 

 

 

 

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆  

本研究に関するご不明な点は、下記の担当者までお問い合わせください。 

【研究実施機関の名称および住所】 

 医療法人社団苑田会 苑田第三病院 （東京都足立区伊興本町 2－5－10） 

【電話番号・E メール等】 

電話番号：03－5837－5111  ・E メール：saotome227@gmail.com 

【研究担当者氏名】 

  早乙女 勇哉 


